




























論の素材として，以下の 3 つの視点に発展させつつ考察してみましょう。 
(1) 中国食品の安全・安心について 
(2) 中国食品等を巡る日本のメディアの報道とそのあり方 










































































































































































































































































































































































































































































































ている（坂爪ら 2006, 食の科学編集部 2006）。 
しかしながら，中国政府も続発する食品公害への対策のために，1992 年
に中国緑色食品発展センターを設立し，「緑色食品」(7)の普及に努めはじめ






























品安全法」を制定する方向で検討が進められ（蔦谷 2003），2009 年 6 月に施




























































表 9-2 日本の冷凍食品輸入量上位 5 ヶ国の検疫違反率* 
 















（Salient Value Similarity）」(10) の 3 つ（表 9-4）が挙げられている（中谷内 2008, 
























［中谷内 2008，Cvetkovich & Nakayachi 2008］をもとに筆者作成 


































































































































































































































































(2) 2007年 12月から 2008年 1月にかけて千葉，兵庫県の 3家族 10 人の冷凍
餃子による中毒事件が明るみになった。中国の製造元の「天洋食品」の
生産・輸出が一時停止され，中国当局が捜査を開始した。厚生労働省が
































(9) 2002 年 8 月に発布され，第 1 章:総則(全 4 条)，第 2 章:輸入検査検疫(全 5























厚生労働省『報道発表資料』：http://www.mhlw.go.jp/   
厚生労働省『輸入食品監視統計』：
http://www.mhlw.go.jp/topics/yunyu/toukei/index.html  
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への回答を探ることがテーマとされている。食に限らず，2011 年 3 月に
日本で発生した福島第一原子力発電所の事故においても「安全神話」の
崩壊を切実に体験しており，一般の人々が安全と安心の問題に適切に対
応するための実践にも役立つ良書である。 
 
 
